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お金の計画
倶知安町令和 4 年度当初予算特 集

　令和 4 年度当初予算が、3 月の第一回定例町議会で審議され、成
立しました。当初予算は、一年間で町がどのくらいの収入を見込み、
そのお金をどのように生かしていくのかを示したものです。
　今月号の特集では、今年度のお金の計画について説明します。

会　　　計　　　名 令 和 4 年 度
当 初 予 算 額

令 和 3 年 度
当 初 予 算 額

前 年 度 か ら
の 増 減 額

一 般 会 計 98 億 6,400 万円 103 億 9,700 万円 ▲ 5 億 3,300 万円
特 別 会 計 14 億 7,566 万円 16 億 4,520 万円 ▲ 1 億 6,954 万円

国  民  健  康  保  険 4 億 9,981 万円 5 億 4,281 万円 ▲ 4,300 万円

後 期 高 齢 者 医 療 1 億 8,756 万円 1 億 8,886 万円 ▲ 131 万円

介 護 保 険 サ ー ビ ス 791 万円 791 万円 0 万円

公 　 共 　 下 　 水 　 道 7 億 7,473 万円 8 億 9,979 万円 ▲ 1 億 2,505 万円

地  方  卸  売  市  場 565 万円 583 万円 ▲ 18 万円

水 道 事 業 会 計 9 億 2,104 万円 7 億 8,994 万円 1 億 3,110 万円
全 会 計 122 億 6,070 万円 128 億 3,214 万円 ▲ 5 億 7,144 万円

令和 4 年度当初予算総額は 122 億 6,070 万円

　倶知安町の会計は、一般会計・特別会計・水
道事業会計に区分して経理されています。
　倶知安町における令和 4 年度予算総額は、
各会計を合わせた 122 億 6,070 万円で、前年
度比 4.5%（5 億 7,144 万円）の減となりました。
　そのうち一般会計は 98 億 6,400 万円で、前

一般会計

水道事業会計

特別会計

税金を中心とした収入で、福祉や教育、
道路など幅広い範囲の事業を行う会計。

独立採算による事業を経理する会計。主
に水道水の供給や水源、水道管の整備や
維持管理を行う。

特定の収入で特定の事業を行う会計。倶知安町の場合、次の 5 つ
を特別会計として設けている。
①国民健康保険事業
　主に国民健康保険加入者の医療費を給付する。
②後期高齢者医療事業
　主に 75 才以上の方の医療費を給付する。
③介護保険サービス事業
　主に地域包括支援などの介護事業の運営管理の経理を支出する。
④公共下水道事業
　主に下水道管や下水処理施設の整備や維持管理を行う。
⑤地方卸売市場事業
　主に町地方卸売市場施設の維持管理を行う。

年度比 5.1%（5 億 3,300 万円）の減となり、
特別会計は 14 億 7,566 万円で前年度比 10.3%

（1 億 6,954 万円）の減となっています。
　また、水道事業会計は、9 億 2,104 万円で前
年度比 16.6%（1 億 3,110 万円）の増となり
ました。

※金額は四捨五入・切り捨て・切り上げをしているため、合計と一致しないことがあります



道からの負担金・補助金

道支出金（4.8%）
4 億 7,722 万円

　基金は宿泊税基金 5,000 万円を宿泊税充当事
業の財源として費消します。また、安定した行政
サービスを行うために、財政健全化基金を 4 億
1,600 万円取り崩します。
　町債の借入は、新規事業として北陽小学校体育
館屋上防水改修事業や水道事業の山田地区拡張事
業費負担事業、総合体育館トイレ等改修事業など
に取り組みますが、新庁舎建設事業が令和 3 年
度をもって終了したこともあり、全体で 37.5%（4
億 6,590 万円）の減となりました。
　なお、町債の償還額は前年度比 3.6%（2,876
万円）増の 8 億 3,244 万円となります。
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令和 4 年度当初予算特
　
集 お金の計画

町が受け取る寄附

寄附金（3.1%）
3 億 302 万円

一般会計の

歳  入
98 億 6,400 万円

歳 入
※（　）内の数字は構成比

町に納める税金

町税（33.3%）
32 億 8,161 万円

町税延滞金や学校給食費など

諸収入（3.4%）
3 億 3,357 万円

前年度の予算執行後に残ったお金

繰越金（0.5%）
5,000 万円

市町村間の財源の不均衡の
調整に国から交付されるお金

地方交付税（21.1%）
20 億 8,000 万円

町の借金

町債（7.9%）
7 億 7,730 万円

国からの負担金・補助金

国庫支出金（9.5%）
9 億 3,250 万円

財産の貸し付けや売り払いによる収入

財産収入（1.0%）
1 億 153 万円

基金などから一般会計に繰り入れるお金

繰入金（6.9%）
6 億 8,282 万円

各施設の使用料など

使用料及び手数料（1.9%）
1 億 8,410 万円

地方消費税交付金・地方譲与税ほか（5.9%）
5 億 9,151 万円

保育所の保育料など

分担金及び負担金（0.7%）
6,882 万円

自主財源 ＝  町が自主的に徴収する財源

依存財源 ＝  国や道から交付される財源

歳入予算額を前年度と比較し、大幅に増減した項目とその主な要因を説明します。

前年度減額となった町税が増額　地方交付税も増額
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町税・地方交付税の推移（平成 25 年度～令和 4年度当初予算額）
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20 億 581 万円 20 億 8,000 万円

32 億 8,161 万円

町税

地方交付税

（年度）

保育士確保の取り組み財源などに活用
する企業版ふるさと応援寄附金、ふる
さと応援寄附金で増額が見込まれるた
め。

寄附金 1 億 5,200 万円増

町債の借入は新庁舎建設事業の終了により大幅減

町債

町の「貯金」。財政健全化基金は、財源不足
を補うために積み立てた基金の一つで収入が
支出を上回った場合、その全部か一部を積み
立てることが法律で決まっている。

町の「借金」。道路や橋などのように長期に
わたって利用される施設の建設に必要な資金
について、財政的負担の軽減と世代間の負担
の公平を図るという観点から、町債という形
でお金を調達（借金）して対応している。

新庁舎建設事業が令和 3 年度の完成
をもって終了となったため大きく減
額。

町債 4 億 6,590 万円減

19 億 8,600 万円

29 億 670 万円

基金

　前年度減額となった町税は、前年度
比 12.9%（3 億 7,491 万 円 ） の 増 と
なりました。
　主な要因としては、町民税のうち個
人税割で増となるほか、固定資産税の
新型コロナウイルス感染症に関連する
減免措置が通常課税となり、新築家屋
の課税分の増額も見込まれるためで
す。
　また、地方交付税は前年度比 4.7%

（9,400 万円）の増額を見込んでいま
す。R4

24 億 4,600 万円

個人町民税や固定資産税、宿泊税など
で増額が見込まれるため。

町税 3 億 7,491 万円増
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令和 4 年度当初予算特
　
集 お金の計画 一般会計の 歳 出

※（　）内の数字は構成比

議会費（1.0%）
9,563 万円
町議会の運営など

教育費（11.6%）
11 億 4,464 万円
学校教育・生涯教育など

公債費（8.4%）
8 億 3,246 万円
町の借金返済など

その他（0.3%）
3,098 万円
労働費・災害復旧費・予備費農林水産業費（2.9%）

2 億 8,615 万円
農業・畜産業など

商工費（2.9%）
2 億 8,471 万円
企業・商店街・観光など

土木費（19.0%）
18 億 7,540 万円
道路・除雪・新幹線など

消防費（4.3%）
4 億 2,618 万円
消防組合への負担金・防災など

総務費（13.6%）
13 億 4,394 万円
財産管理・町民活動・税務など

民生費（22.9%）
22 億 5,322 万円
福祉・児童館・保育所など

衛生費（13.1%）
12 億 9,069 万円
医療・ごみの収集など

歳  出
98 億 6,400 万円

スキーの町宣言 50 周年事業、電子図
書館導入事業などにより増額。

教育費 8,084 万円

歳出の目的別予算額を前年度と比較し、大幅に増減した費目とその主な要因を説明します。

倶知安厚生病院第 2 期改築整備費用
負担金、火葬場設備改修工事、清掃セ
ンター設備更新工事などにより増額。

衛生費 1 億 1,691 万円

新庁舎建設事業が令和 3 年度の完成
をもって終了したことなどにより減
額。

総務費 3 億 6,933 万円

アフターコロナに向けた観光地形成の
取り組み、ひらふ第 1 駐車場再整備
の検討業務委託などにより増額。

商工費 6,245 万円増

予算額は前年度に比べ減額　3 年ぶりに 100 億円を下回る

　今年度は、上に記載する主な事業のほか、新型
コロナウイルス対策として新型コロナウイルス検
査キット購入や自宅待機応援パック購入、新型コ
ロナウイルスの影響により売り上げが 30％以上
減少する事業者を支援する中小企業振興対策事業
などを実施します。
　一般会計予算額は、令和 2 年度から 2 年続け
て100億円超でしたが、今年度は前年度比5.1%（5
億 3,300 万円）の減となる、98 億 6,400 万円と
なりました。
*1 地産地消食育推進施設（学校給食センター）の建設
*2 くっちゃん保育所ぬくぬくの建設
*3 役場庁舎の建設

一般会計予算の推移（平成 25 年度～令和 4年度）
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令和 4年度  予算説明書

アクティブくっちゃん

5 月 1 日
発  行

問総合政策課広報広聴係
　☎ 56 － 8001

スキーの町宣言 50 周年事業（1,473 万円）

　スキーの町宣言 50 周年を記念し、関
連イベントの実施や町内小中学生へのリ
フトシーズン券の配布を行う。
電子図書館導入事業（1,000 万円）

　利用者の利便性向上を目的に、電子書籍の貸し
借りができる電子図書館の導入を行う。
地域おこし協力隊事業（3,418 万円）

　これまで 2 名を任用していた地域おこし協力
隊について、7 名の任用を予定する。　
キャッシュレスシステム導入事業（564 万円）

　役場手数料などの電子マネー・クレジットカー
ド決済導入を行う。

減 増
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万
円

北海道新幹線倶知安駅西口整備事業（987 万円）

　北海道新幹線倶知安駅西口周辺エリアおよび西
口駅前広場の整備計画策定を行う。
住居表示実施事業（1,651 万円）
　山田地区の住居表示の 10 月 1 日施行に向け、
システム改修などを取り進める。
保育人材確保一時金給付事業（803 万円）

保育士等奨学金返還支援事業（261 万円）

　保育人材確保を目的に、町内の保育所・認定こ
ども園などの保育士・保育教諭に対し、一時金の
給付、奨学金返還支援助成を行う。

*3
*3

令和４年度 主な事業

増
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　5 月 1 日発行（広報折り込み）予定の予算説明書「アク
ティブくっちゃん」では、これらの事業をより詳しく紹介
するほか、それ以外の事業についても紹介します。

今月号の 8 ～ 9 ページでは、地域おこし協力隊の仕組みと、
現在本町で活動している 2 名の隊員を紹介します。
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地域おこし協力隊くっちゃんの

　

地
方
公
共
団
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市
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協
力
隊
制
度
は
平
成
21
年
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に
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ま
り
、
初
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度
は
全
国
で
31
団
体
89
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で
し
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和
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１
０
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と
、
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り
ま
し
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。

　

隊
員
は
住
民
票
を
異
動
し
、
生
活

の
拠
点
を
受
け
入
れ
地
域
に
移
し
ま

す
。最
長
３
年
の
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の
中
で
、

地
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課
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に
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け
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配
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行
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ま

す
。

　

今
回
は
、
観
光
商
工
課
で
活
動
す

る
２
名
の
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員
に
、
協
力
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に
な
っ
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事
内
容
、
町
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皆
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ま
し
た
。

都
市
圏
か
ら
移
住
し
、

地
域
に
新
し
い
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を
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き
込
む
地
域
お
こ
し
協
力
隊
。

任
用
期
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長
３
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間
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町
外
か
ら
移
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し
て
き
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ら
の
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線
で
、
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に
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動
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ま
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け

　

ア
ウ
ト
ド
ア
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ポ
ー
ツ
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好
き
で
、
先
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な
リ
ゾ
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地
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こ
の
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し
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現
在
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文
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究
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か
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。
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休
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テ
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こ
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や
人
に
つ
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て
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っ
と
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く
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る
こ
と
が
で

き
る
仕
事
を
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で
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。

ま
た
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お
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や
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テ
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な

ど
、
行
っ
て
み
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い
場
所
、

ビバス　リリィ さん 三
みさき

崎　圭
きよみ

美 さん

ベネズエラ出身。
8 歳で横浜に移住し、首都
圏の大学を卒業後、令和 2
年 4 月に着任。

弟子屈町出身。
首都圏の大学に進学し就職。
その後北海道に戻り、昨年
11 月に着任。

変わり続けるまちを
これからも見守っていく

このまちや人のことを
もっと知りたい

や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
一
つ

ず
つ
叶
え
た
い
で
す
。

倶
知
安
の
皆
さ
ん
へ

　

こ
の
町
や
地
域
の
皆
さ
ん

の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
、
打

ち
解
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
見
か
け
た
と
き

は
声
を
か
け
て
く
れ
た
ら
嬉

し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

協
力
隊
と
し
て
学
ん
だ
こ
と

　

こ
の
地
域
に
は
、
出
身
・

国
籍
・
言
語
な
ど
の
異
な
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
暮
ら
し
て

お
り
、
価
値
観
や
考
え
方
の

違
い
を
理
解
し
て
協
力
し
合

う
こ
と
や
、
一
つ
の
も
の
に

向
か
っ
て
い
く
こ
と
の
難
し

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

倶
知
安
の
皆
さ
ん
へ

　

移
住
し
て
き
た
人
に
と
っ

て
、
こ
の
地
域
は
と
て
も
独

特
で
興
味
深
い
場
所
で
す
。

こ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち

に
は
、
改
め
て
こ
の
地
域
の

魅
力
に
目
を
向
け
て
み
て
ほ

し
い
で
す
。
変
化
を
続
け
る

こ
の
地
域
の
こ
と
を
、
こ
れ

か
ら
先
も
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

地域おこし協力隊 担当者の声
（倶知安町観光商工課）

派遣先での業務も大切ですが、
協力隊の目的である「地域協力
活動」に積極的に取り組むこと
で、より地域に溶け込み、定住・
定着に繋げてほしいです。

今後期待すること

隊員は、社会経験や国際経験が
豊富であり、さまざまな場面で、
その力を発揮しています。とて
も積極的に業務に取り組んでい
るため、派遣先でも中心的な存
在となっています。

活動の様子を見てなぜ隊員を募集したのか

新しい発想を持った人材、地域
に積極的に溶け込める人材を必
要としているため、募集を行い
ました。

広報 5月号では
今年度新たに任用された
隊員を紹介します

地
域
お
こ
し
協
力
隊とは
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